
 

令和６年度 福井市安居中学校 プロジェクト学習の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Summer 

Project 
３年生のリー

ダーシップの

もと、異学年

協働による、

学校祭に向け

たプロジェク

ト 

３年 ＡＧＯＮＧＥＲＳ～安居を元気にするヒーローたち～ 
一人一人が特徴をもったヒーロー集団の AVENGERS のように、私たちも「一人一人の個性とアイデアが詰

まった集団になる」という思いを込め、安居（AGO）にちなんで、「AGONGERS」というテーマを設定した。

１人でヒーロー、全員で AGONGERS としての自覚と、「安居を元気にする」という目的を胸に、それぞれの

アイデアを生かし、「楽しさいっぱい・元気いっぱいの安居」を目指していく。 

 

 

 

My Learning②    My Learning②は、1 年生は中学校 1 年間での学びの成果、2 年生は立志式の個人の志、また 3 年生は 3 年間の総まとめである卒業論文をもとに、学校でのあらゆる学びについて振り返った。 

 

4月 

 

 

学校祭       本年度の学校祭テーマは「 虹 ～パレットで色を混ぜてキャンバスに描こう～ 」である。生徒数の変動による部門会の再編を生徒会執行部が中心となって行うなど、企画から運営まで生徒主体で取り組んだ。 

また、3 年生が体育と数学の合科の授業で取り組んだ「リレー」での学びを全校リレーに生かし、走者に応じたバトンパスの助走距離を計算するなど、学びの効果を全校に広げた。 

９月 

１２月 

３月 

：家庭や地域と連携 ：保・幼・小との連携 ：家庭や地域以外と連携 

Autumn 

Project 
各学年でテー

マを設定し、

地域と繋が

り、地域に貢

献するプロジ

ェクト 

Winter 

Project 
１年間の振り

返りと、次年

度の構想を立

てるプロジェ

クト 

 
来年度に向けて  １年間の取組を整理し、自分たちの学びを後輩に「むすぶ」。 

２年 幸せへの方程式～SHARE THE HAPPINESS～ 
私たちは毎日学校に通って一体何のために、何を勉強しているのか。それはきっと、私たちが将来の自分

自身を幸せにするための方法を学ぶためである。「責任ある自由の追求」を学級のコンセプトとして、こ

れまでの経験を駆使してクラス全員が協力し、様々な活動を自分たちの手で創り上げる。この「自由」な

活動の中で一人一人が自分が感じる「幸せ」について探究する。そしてその幸せになる方法を実践し、他

者と共有、発信し、幸せの輪を安居中学校、安居地区全体に広げていくことで、安居を幸せにする。 

 

 

 
未来に向けて  自分たちの個性を生かしながら、地域社会に貢献するヒーローであり続ける。 

 

 

ＡＣＳ（Ago Community Session）  3 年生のプロジェクト学習の見通しについて、異学年グループで話し合った。3 年生は、計画や取組に向けた思いを自分の言葉で語り、地域の方々や他学年からの意見やアイデアを聞くことで、 

自分たちの取組をよりよくする機会とすることができた。1,2 年生はこれまでの自分たちの取組を自分の言葉で語った。地域の方々や上級生からのアドバイスをもとに今後の活動を展開していく。 
 

安居っ子行灯プロジェクト 今春行

った「桜ライトアッププロジェク

ト」の成果と課題を踏まえ、より多

くの地域の人たちと関わる「安居っ

子行灯プロジェクト」を企画した。

行灯を協力して制作し、轟まつりと

オシッサマのお渡りで設置すること

で、地域を元気にしたいと考えた。 

 

安居ＣＭ制作プロジェクト 安居の魅力を発信するために、

ＣＭを制作し、県のコンテストに出品する。「安居の自然」

と、「地域の人との関わり」をテーマにチーム分けを行っ

た。特に、「地域の人との関わり」チームは、「安居っ子行灯

プロジェクト」による地域との繋がりに焦点を当てる。まず

は、動画編集の練習として、修学旅行で用いる“安居中学校

紹介動画”を制作した。その際、「伝えたいことを明確にす

ること」と「見る人の視点に立つこと」を意識した。 

 

修学旅行 同じ教科センター方式を採用している、上板橋第二中学校との交流 

を通して、安居中学校の強みを再認識した。また、様々な施設での活動を通して、 

来客者に楽しんでもらうためには“見る”以上に“体験してもらう”必要がある 

と感じ、今後の学年プロジェクトのヒントを得ることができた。 

安居ＣＭ制作プロジェクト 安居

中学校紹介動画の反省点をもと

に、ＣＭの構想を立てた。30 秒の

時間制限があるため、伝えたいこ

とを厳選し、絵コンテを作った。 

 

轟まつり【行灯の設置とボランティア】 制作した行灯を轟まつりで 

設置するとともに、オシッサマのお渡りでの新たな行灯設置に向けて、 

地域の方に行灯に貼る絵や文字をかいていただいた。また、屋台の運 

営を手伝ったり、踊りの輪の中心になったりして、祭を盛り上げた。 

 地域 

 外部 

 地域 

 地域 

 外部 

 地域  保小  外部 

１年 ＡＧＯむすび～過去と今、そして未来をむすぶ 13 人の英雄～ 
私たちが住んでいる安居地区の魅力を発見したい。そのために、安居地区の自然・文化・歴史・人と結び

つき、安居地区の外とも結びつく活動に取り組む。そして、今を生きる自分たちが安居地区の魅力・伝統

を受け継ぎ、守り、伝え、そして未来の後輩へと橋渡しができるような存在を目指す。この目標を達成す

るために、13 人が、一人一人の力を結集し、絆を深め、様々なプロジェクトを推し進めていく。 

地域の方との交流会（安居の里を守る会・安居公民館） 

安居地区を守り支える活動を行っている地域の方々と、「安居地区の自然」をテーマに意見交流会を実施し

た。「ホタル」「ミズアオイ」「ビオトープ」等の保全に関する取組や歴史についての話を聞いたり質疑応答

を行ったりした。その中で、「安居地区の自然を守り続けたい」という地域の方の思いを受け止め、今後は

安居地区の自然をテーマにしたプロジェクト学習への意欲を高めることができた。 

 地域 

               

大野市街でまちづくりの工夫に関する調査や地域の方へのインタビューをし

た。本調査と前回の交流会から、地域の方は「魅力を伝えて残したいと思っ

ている」のではないかと考えた。レクリエーションでは「絆をレベルアップ

しよう」という目標で「人文字作り」「看板作り」等を企画し、楽しみなが

ら運営することができた。「世界中の人に安居中学校について興味をもって

もらいたい」「安居地区を盛り上げる一助にしたい」という思いで、「大声校

歌」を安居中学校 HP に載せる企画を実施した。 

校外学習 in 大野市～自然・歴史とまちづくり～ ＆ レクリエーション 

交流会、校外学習、ACSを通して、プロジェクト

学習を進めるためには、安居地区の自然の魅力を「知る」ことが必要だと考え、安居公民館や安居の里を

守る会の環境保全活動に参加し、「体験」を積み上げることにした。その中で、地域と関りをもちながら、

プロジェクトを進めていくことの重要性を実感した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安居地区の自然の魅力を「知る」「体験する」「考える」 

 

6/8 ホタル観察会 

ホタルが生息しや

すい環境維持の大

切さに気付き、来

年の中学生主催の

観察会に向けて意

欲を高めた。 

 

7/12 ミズアオイ入植 

公民館壮年部が育てた

苗を末町の水田とビオ

トープに入植し、絶滅

危惧種を保全 

する活動を行 

った。 

 

9/8 稲刈り 

公民館壮年部が管理

するミズアオイ保全

のための水 

田で育てた 

古代米を収 

穫した。 

 

 外部 

 地域 

8/24 未更毛川水質調査 

公民館主催の調査に参

加し、水生生物の多様

性や水のきれいさに感

動した。 

 

8/20ビオトープ草刈り 

安居の里を守る会と

協力し、雑草除去や

小川清掃を行い、生

物が住みや 

すい環境作 

りを学んだ。 

 

 
校外学習 自然体験学習（クロダ農園、八ッ杉千年の森 森林学習センター） 

 

すべて自分たちで企画・運営を行うということを目標に、食材を自分たちで調達し

ての野外調理に挑戦した。2 名の実行委員長と他７名の実行委員を立てて、訪問先と

の連絡調整から予算管理、食材の購入、タイムスケジュールや式典運営、バス内の

レクリエーションまで、自らの手で行った。 

当日はクロダ農園にてレタスの収穫体験や、薪割り体験をした後、八ッ杉森林学習

センターで、火起こし体験と野外調理に臨んだ。時間配分のミスから調理の時間が

足りなくなってしまったり、式典の挨拶を飛ばされてしまう生徒がでてしまったり

と数多くの失敗をした。最も大きな学びは「必ず何度もリハーサルを行うこと」と

「実施前の最終確認を行うこと」の大切さである。すべて自分たちで企画すること

の責任とその達成感の大きさを実感できた行事となった。 
 

学力向上プロジェクト 
学年内で課題意識の高かった「学力の向上」を達成するために、「学力向上プロ
ジェクト」を立ち上げ、以下のグループに分かれて活動を行った。 

 

 

授業力向上Ｇ 

学力向上のためには授

業に主体的に参加する

姿勢が必要だと考え

た。自信をもって自分

の考えを発表する力を

伸ばすために、帰りの

会でのスピーチの企

画・運営を行った。 

 

自主学習向上Ｇ 

学力向上のためには自

主学習の質を高める必

要があると考えた。自

分たちの自主学習のや

り方をまとめ、理想的

な自主学習のやり方を

調査し、レポートを作

成し、配付した。 

 

テストで点数をアップ

させるためには、テス

トに向けて効率的に勉

強する必要があると考

えた。アンケートをと

り、みんなにとって使

いやすい計画表を作成

した。 

テスト計画表Ｇ 進路グループ 

 

自ら主体的に学習でき

るようになるためには

具体的な進路を意識し

て学習を進める必要が

あると考えた。県内の

高校の情報をポスター

や冊子にまとめ、教室

に掲示した。 

主体的に学ぶ集団とし

て、遅刻せずに時間い

っぱい授業を受けるこ

とが大切であると考え

た。授業に遅れないた

めのルールを具体的に

定め、学習の環境を整

えた。 

時間グループ 

 外部 

 
来年度に向けて  わたしたち一人一人が幸せになる方法を探究し、他者と共有、発信する。 

 

 

公開研究会（My Learning①） 

 

 ＡＣＳ 

 職場体験 

生徒の興味・関心が高い職種から訪問先を決定し、保育、福

祉、広告出版、工業、食品、サービス等、全部で 13 の事業所に

赴き職場体験学習を行った。事前学習では、「なぜ働く必要があ

るのか」というテーマのもと、社会に出て働くことの意義につ

いて考えを深めた。活動目標は全員で意見を出し合って「仕事

の生きがいを見つけ、自分に活かせることを学ぼう」に決定し

た。事後学習では、各事業所での学びを少人数グループに分か

れてプレゼンテーションをし合って共有した。学級全体とし

て、「感謝はやる気の原動力になること」「楽しむためのポジテ

ィブ思考」「協力するためのコミュニケーション能力」の重要性

に気づくことができた。次の学年プロジェクトで、これらの学

びを実践に移すことを決意した。 

 

ｷｬﾝﾋﾟﾝｸﾞｶｰ販売 ｳﾗﾗｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾞ 

トレタス 福井ｹｰﾌﾞﾙﾃﾚﾋﾞ 

 

立志式プロジェクト 

橋本左内先生の生涯について学習し、志を立

てることの意義を学んだ。立志式では学年の

志として、「責任ある自由」を追求すること

と、それを支える 3 つの力「経験」「協力」

「創造」について誓いを立てた。この誓いに

は、「自分たちの未来を決める活動を、自分た

ちで企画し、責任をもって実行する力をつけ

たい」という意味が込められている。歌詞を

自分たちの想いに合うようにオリジナルで書

き換えた合唱曲「正解」を披露し、強い決意

を表現することができた。 

 

学年プロジェクト 

職場体験での学びから、「感

謝する心」「ポジティブ思

考」「コミュニケーション

力」の 3 つの要素を高める

必要があると考え、3つのグ

ループが活動を行った。感

謝を伝える機会を設ける企

画や、あるテーマについて

自由に議論する企画、１週

間の生活目標を自己管理す

る取組などを行った。 

 

 

修学旅行プロジェクト 

校外学習の学びをいかし

て、自分たちの手で創り

上げる修学旅行を目指

す。目標の決定のため

に、実行委員を中心にデ

ィベートを行った。目標

は「都会でしか感じられ

ない幸せを見つけ、田舎

の良さを再発見しよう」

に決定し、班別行動の企

画を進める。 

 

公開研究会では、県内外の教育関係者やエジプトからの視察団の方たちと授業研究を行った。 

My Learning では、全生徒が安居中学校での学びをポスターにまとめ、異学年グループで自分の学びを語った。生徒間で学びの化学反応が起こることを狙って、発表後に交流の時間を設けた。他学年からの意見を聞くことで、思考の深まりを感じることができた。 

 

 

 

 

3 年生による 3 年間のプロジェクト学習の成果発表会を中心に、各学年が学年プロジェクトのテーマを発表した。その後、今後の各学年のプロジェクト学習の進め方について、上級生が下級生にアドバイスを行うなどの異学年交流を行った。 

 

 

 

 

 

 地域  外部 

安居っ子行灯プロジェクト 安居のキャラクター 

「アゴジン」の塗り絵を西安居保育園と安居小学 

校の子どもたちに協力してもらい、行灯を制作し 

た。地域を元気にしたいと始めた活動だが、自分 

たちも元気をもらっていることに気づいた。 

 保小 

合唱制作プロジェクト 1 年生から積み重ねてきた「合

唱」の集大成として、音楽科と協働して合唱曲の作詞・作

曲を行い、卒業式で披露することにした。 

 

安居ＣＭ制作プロジェクト 

制作した動画を講師に見ていただき、アドバイ

スを頂いたうえで、ＣＭを完成させた。 

安居ＣＭ制作プロジェクト 

安居地区在住で、テレビ局勤務の方を講師 

に招き、動画の撮影や映像の編集について 

の講演や、自分たちの考えた動画の構想についてアドバイス

をいただいた。なぜその題材に焦点を当てるのかといった

“メッセージ”を明確にする重要性を学んだ。 

オシッサマのお渡り【行灯の設置】 これまでに制作した、合計 22 個の行灯を高雄神社に設置 

した。地域の方から、「きれいだった」「来年も続けてほしい」という言葉をいただき、自分た 

ちの個性を生かした 3 年間の学年プロジェクトが実を結んだことを実感した。 

 

安居っ子行灯プロジェクト 

轟まつりで描いてもらった絵を 

用いて、新たに行灯を作った。 

自治会長さんの協力を得て、プ 

ロジェクトの説明用看板も制作 

した。 

“ＡＧＯＮＧＥＲＳ”まとめ 3 年間の学年プロジェクトを振り返り、ACS で発表した。 

「初めて取り組む活動にあたっては、100%の計画は立てられないことから、大まかな見 

通しを立てたら行動に移し、計画を修正しながら進めることが大事」「地域貢献活動にお 

いては、win-win の関係で進める必要がある」といった学びが得られた。これまで地域と 

協働しながら進めてきた 2 つのライトアッププロジェクトをまとめたＣＭは、ふるさと 

福井ＣＭコンテストで最優秀賞をとることができ、大きな達成感を得ることができた。 

 

卒業論文執筆 「個人」の歩みを振り返り、今 

後の抱負を 3 部構成の論文にまとめた。『今後 

も My Learning を続けていきたい』と、振り返 

りの意義について述べたものも見られた。 

 

合唱制作プロジェクト 

「学年」の歩みを振り返り、 

学年目標『伸華』をモチー 

フにした合唱曲を完成させた。 

安居地区の自然との関わり方を「振り返る」 

「ホタル班」「ミズアオイ班」「ビオトープ班」に分かれ、1 学期の活動

を振り返り、今後は各々の立場で工夫しながら自然と関わっていく。 

 10/24 草刈り＆ヤマ

リンドウの入植 前回の経

験を生かし、｢ビオトープ

班｣を中心に除草する場所や

方法を工夫しながら環境整

備に努めた。ヤマリンドウ

入植にも取り組んだ。 

 

10/24 ミズアオイの種とり  

「ミズアオイ班」を中心にビオト

ープ内のミズアオイの様子を観察

し、安居の里を守る会の方の指導

を受けて種を採った。来年 4 月の

種まきの見通しを立てた。 

My Learning に向けて 

学習や行事、学校生活等での「気づき」

を記してきた「My ノート」をもとに、

「学び」について考察した。｢以前｣｢き

っかけ｣｢今｣という視点で振り返り、自

分の成長を実感できた。 

学年プロジェクト学習テーマの決定 

これまでの取組や ACS の内容を踏まえ

て、「テーマ班」「活動看板制作班」「活

動計画班」に分かれて学習の成果や振

り返りを行い、全体で各班の意見や思

いを共有した上でテーマを決定した。 

ＡＣＳに向けて ＝ 今後の活動を「見通す」 

1 学期の「知る」「体験する」活動で経験したことをもとに、自分たち

が主体的に自然と関わる活動・地域活性化の方策について話し合い、

今後の計画・企画の見通しを立てた。 

 

小 6 インターンシップ 

｢小 6 が安心して居心地良く感じるよう

な最高のおもてなしで安居中学校の魅

力を伝える｣という目標を立て、｢学校

紹介班｣｢合唱班｣｢学校案内班｣に分かれ

て企画・運営を行った。｢自分の役割に

責任をもつこと｣｢主体的に活動するこ

と｣｢相手の立場に立って行動すること｣

を常に意識して活動を進めることがで

きた。活動後は、準備～本番につい

て、実際の活動とそこでの気づきを振

り返った。これから物事を企画すると

きの「考える道筋」を図で表した。 

安居地区の自然との関わり方・地域活性化の 

方策を「企画する」「実践する」 

ＡＣＳでの学びも踏まえて、自然との関わり方・地域活性化の方策を考

え、計画・実践していく。Ｒ7,6 月の「ホタル観察会」で発表する。 

ビオトープ班 

「地域の憩い」と

しての活用方法を

企画し実践する。 

･魅力ＰＲ活動 
 

 

ホタル班 

ホタルが生息しや

すい環境保全活動を

企画し実践する。 

・未更毛川清掃 

・ホタルの紹介 

ミズアオイ班 

持続可能な生育環

境保全活動を企画

し実践する。 

･行政との連携 

･魅力ＰＲ活動 
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